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１ 研究の概要 

  四国中央市では、学校教育重点ポイントの六つの中に「確かな学力を基盤とした未来を拓く

力の育成」「教職員の資質能力の向上」を示している。その中で、学校ＩＣＴ推進によるＧＩＧ

Ａしこちゅ～StuDX（本市ＧＩＧＡスクール構想）の実現を目指し、各校で教職員のＩＣＴ活

用能力の向上及び授業改善の推進に取り組んでいる。また、１人１台端末の導入に向けて、昨

年度から市教育委員会主催の研修会が多数企画され、情報教育主任を中心に研修会に積極的に

参加し、教職員一人一人の力量を高めてきた。昨年度、環境整備のための工事が順次行われた

が、学校により１人１台端末の利用開始時期が異なった。そのため、年度当初は学校間格差が

あった。しかし、１学期の取組により、児童生徒への日常的な活用を工夫し、教職員も児童生

徒もＩＣＴを身近に感じ利活用することにどの学校も慣れてきた。 

市の方針を自校の実情に合わせて具現化するために、どのように教職員に働き掛けていくか、

教頭の果たす役割は大きいと考える。  

 

 

２ 研究の内容 

 実 践 内 容      教頭としての関わり  

⑴ 四国中央市各小中学校の取組          

ア 教頭研修会での情報交換 

 

 

⑵ 自校の取組 

ア 不登校児童へのＩＣＴを活用した支援 

イ 上分小学校との交流 

 

 

⑶ 成果と課題 

 

○ 教職員アンケート 

○ 校内研修体制へのマネジメント 

 

 

○ 不登校児童の支援 

○ 上分小学校教頭との連携・相談 

○ 学級担任への指導・助言 

                     

 

３ 教頭としての今後の課題 

（1） これまでの学習形態の良さとＩＣＴ活用の良さをうまく組み合わせるために、教頭とし 

て、教職員へどのように働き掛けていくか。 

(2) 教頭自身のＩＣＴ活用能力をどのようにして高めていくか。  



１ はじめに 

  児童生徒のＩＣＴ活用スキルを高めるためには、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上は極めて

重要である。本市教育委員会では、昨年度から様々な研修を企画し、教職員をサポートしてい

る。また、本年度は、ＩＣＴ活用の様子を情報共有できるように教育委員会が主となって「Ｇ

ＩＧＡスクール通信」を発行し、各校の取組を紹介し、学校間の差が生じないよう指導力の向

上に努めている。 

  本市教頭夏季研修会において「ＩＣＴの効果的な活用等による学びの保障について、教頭と

してどのように推進していくか。」を協議題に各校の取組の成果や課題について意見交換をし

た。研修会を通して、教頭としての資質の向上及び使命感を再認識し、意識の高揚を図ること

ができた。本研修の内容を各校に持ち帰り、自校の実態に合った取組を工夫していく必要があ

る。 

２ 研究の内容 

(1)  四国中央市各小中学校の取組 

ア 教職員アンケート 

1 学期末に「1 人 1 台端末の活用状況に関するアンケート」(回答者数:399 人)を市教育 

委員会が行った。アンケートの結果、教職員の 59.1％が 1 人 1 台端末を活用して授業改善 

に取り組んでいた。しかし、指導内容にも個人差があり、実際の活用はまだ十分とは言え 

ない状況が分かった。 

  イ 校内研修体制へのマネジメント 

まず、個別最適な学びと協働的な学びの実現のためにＩＣＴの活用が不可欠であること

を示し、教職員の意識改革を図った。「愛媛県の教員が身に付けるべきＩＣＴ活用スキルチ

ェック表」を活用し、教職員一人一人の指導力の確認を行い、教職員のＩＣＴ活用指導力

の向上を図るために職員研修を計画した。研修主任、情報教育主任に指示し、各校の実態

に応じた校内研修体制を工夫した。（年間指導計画の見直し、週案への記述による確認、ミ

ニ研修、授業研究等） 

次に、教育委員会が主催するＩＣＴ研修会に、全教職員が参加できる体制を作り、教職

員が研修を受けやすい環境づくりに努めた。そして、教頭自らも研修会に率先して参加し、

教職員に指導・助言できるスキルを身に付けるとともに、学ぶ姿勢を示していった。 

    今年度になって教育委員会は、新規採用や市外からの転入教職員、昨年度受講できなか

った教職員のために昨年度行った研修（ロイロノート操作等）を再企画した。実際に授業

の中で使うことで、その必要性を感じたり利便性に気付いたりし、昨年度は希望しなかっ

た教職員の受講もあった。ＩＣＴ活用の良さを知ることは、苦手だったり、負担感を持っ

たりしていた教職員の意識を変え、教職員のＩＣＴ活用指導力の個人差が解消されてきた。 

    夏季休業中には、児童生徒に端末を家庭に持ち帰らせ、端末での課題を出したり、オン

ラインでの学習を実施したりして、各校の実態に合わせた実践を行った。端末を使って家

庭でできる課題を考えたり、端末上に課題を提示したりすることや、オンラインでの授業

について教職員が話合いをすることで、取扱い上での注意事項や必要な準備物等が明確に

なり、それを実践することで教職員の意識もスキルも高まった。 

さらに、風通しの良い職員室をつくることで、教職員同士がＩＣＴについて気軽に質問

し合える雰囲気ができた。職員室内でも、ＩＣＴが苦手なベテラン教員が得意な若手教員

に質問する場面が増え、共に学び合う姿が見られるようになった。互いの良さを認め合う

場にもなり、より教職員の資質が高まった。今後は、更にベテラン教員の持ち味とＩＣＴ

活用の良さを融合させた最適な学習環境を創造していくことが望まれる。 

    授業を参観し、教職員一人一人の良さを日常的に伝えたり、ＩＣＴ活用状況をホームペ

ージ等で保護者や地域へ啓発したりしていくことも教頭として大切にしたい部分である。 

    今後、教頭会としては、１人１台端末の導入により「できるようになったこと」を整理

し、情報共有を行う。そして、各校の研修体制等を見直したり、授業改善に役立てたりし、



本市全教職員のＩＣＴ活用指導力を高めていく必要がある。 

    また、本市の取組として研修、交流を深め合っている「小中連携授業実践交流研究会」

においても、1 人 1 台端末を使用する展開例が公開され、各校の授業改善が着実に進んで

いることがうかがえる。３学期には、本市で先進的な取組をしている小学校がデジタル教

科書の利活用例を紹介する予定である。調整を行い、各校から参加し、学びを共有し、教

職員のスキル向上を目指したい。 

(2)  自校の取組 

 本校は、全校児童 28 名の小規模校で、低・中・高学年で複式学級になっている。学級担

任は、常に２学年の授業を同時に進めなければならない。教頭も理科等週 13 時間の授業を

担当し、複式授業の解消に努め、単学年での授業時間が確保できるようにしている。 

ア 不登校児童へのＩＣＴを活用した支援 

相談室登校の６年生Ａ児は、集団に入りにくい特性があり、４年生のときから関わって

きている。今年度になって、１人１台端末が整備されたことを利用し、総合的な学習の時

間の修学旅行で行く広島について調べたことの発表会では、５・６年教室での発表会に相

談室で Meet を使って参加することができた。事前に、児童の発表の仕方、教室の様子を写

す端末をどこに置くかなどを担任と打合せた。初めての試みではあったが、得たものは大

きかった。児童の発表の位置と端末が離れていて、発表の声が聞き取りにくかった点は、

次の機会に改善するように努めた。 

    また、Ａ児は、５年生２学期より他校の通級指導教室を利用し、今年度になって、担当

教員が変わった。担当教員がＡ児と顔合わせをしたいと、Ａ児が登校している日に来校し、

Ａ児と話をして関係づくりに努めた。さらに、Ａ児との関係が持続できるように、登校が

不定期なＡ児のためにオンライン（Meet）での短時間の会話を続けた。Ａ児は、オンライ

ンでの会話を楽しみに、その日は登校していた。１学期最後のオンライン後に担当教員に

送ったメッセージには、「次は、通級指導教室へ行きたいです。」と書いていた。２学期に

なり、通級指導教室のある日には、登校し通級するようになった。 

教頭は、担当教員の連絡調整の窓口となり、校長への報告・相談を行い、児童が通級指 

導教室へ通えるように支援した。また、オンラインの準備等は休憩時間に学級担任がする

ように役割分担し、学級担任とも連絡を取り合って行った。 

  イ 上分小学校との交流 

（ア）  ６年生担任の願い 

本校６年生は６名（内１名が不登校）である。６名はお互いに気心も知れているが、

学級の中でのそれぞれの役割も固定化されている。それが良いときもあるが、個々の成

長を妨げている部分にもなっている。学級担任には、もっとたくさんの人と触れ合い、

たくさんの考えを知る機会を持たせ、中学生に向けて更なる成長をさせたいという思い

があったので、校長と相談して他校とのオンラインでの交流を提案した。実施するに当

たり、担任には、打合せや準備で時間を取らせることになること等を話した。担任から

は、「ぜひやらせてほしい。」というやる気に満ちた返事があった。担任の願いや思いを

後押ししたい、それが児童の成長につながると思うと、私もわくわくし、やりがいを感

じた。 

以下のとおり、校長の指導の下、両校の教頭が窓口となり、日程の調整等を行い、学

級担任が安心して交流について話合いを進め、実施できるように努めた。 

（イ）  教職員に向けてアンケートの実施 

交流に対して、両校がメリットを持って取り組まないと長続きしない。そこで、両校 

の教職員に対してアンケートを取り、お互いのメリットとデメリットを確認した。 

両校とも、メリットとして、「多様な見方、考え方に触れる良い機会である。」「コミ 

ュニケーション能力の向上につながる。」「他校のことを知ることができる良い機会であ

る。」が挙げられた。また、デメリットとして、「事前準備や打合せで教師の負担が増え



る。」「時間の確保」を挙げられたが、「デメリットは特に感じない。」という意見もあっ

た。担任同士の打合せに Meet を使い、具体物を示しながら、計画をまとめていった。教

頭も随時、意見を述べることができ、短時間で有意義な打合せができた。 

（ウ）  Meet による交流 

第 1 回の交流は、自己紹介を行った。交流当日まで

に、ロイロノートで自己紹介カードづくりをした。当

日は、一人一人が電子黒板に映し出される上分小学校

の児童を前のめりになり食い入るように見ていた。最

後に、国語科で学習している「一番大事なものは」に

ついて上分小学校児童が作文を発表した。その発表を

聞いて、本校児童は、自分の書いたものを見直したり

書き加えたりして、学習を深めることができた。児童

の生き生きとした楽しそうな表情から、交流して良か

ったと心から思えた。交流後の感想では、両校とも満

足を感じ、次の交流でしたいことを書いていた。 

第２回の交流は、上分小学校児童の間で流行っている「ペットボトルのキャップ積み

競争」を短時間（15 分）で行った。本校児童にとっては、画面の向こうのたくさんの

児童と競争ができ良い刺激となった。 

Meet による交流は、本校の若手教員にとって良い刺激となり、他校の先輩教員から

ＩＣＴ活用だけでなく、児童への支援や言葉掛け等のスキルを学べる良い機会となる

ことを実感した。 

（3）成果と課題 

ア 成果 

  市教育委員会が開催する研修会と各校の校内研修の工夫により、教職員のＩＣＴ活用指 

 導力が市全体として向上している。教職員が、授業改善に前向きに取り組み、「まずやって 

 みよう」という雰囲気が各校にできている。その結果、児童のＩＣＴ活用の機会も増え、 

 児童のＩＣＴ活用スキルが高まっている。 

  本校では、オンラインを活用することで、他校の児童とつながり、児童が多様な考え方 

に触れることができ、学びの保障につながった。また、担任がオンラインでの学習につい 

て他校教員と協議し、実践して行く中で学びと成長を感じた。本校にとっては、これから 

児童数が減少する中で、必要な活動である。他校とのオンライン授業のスキルを全教職員 

が身に付け、６年生の成果を全校に広めていきたい。 

  イ 課題 

    ＩＣＴ活用は、手段であって目的にならないように、学習計画を立てる際に活用の効果 

を意識しているか、教頭としてアンテナを高くして教職員の活動を見守っていくことが大 

切である。また、研修や授業準備の時間をどこで作っていくか。教職員の働き方改革に逆 

行しないように見極めていくことも教頭として大切な役割である。 

ＩＣＴ活用を通してのいじめ等につながらないように情報モラル教育についても各校

で徹底していきたい。 

３ おわりに 

  ＩＣＴの効果的な活用ができるように、教職員は授業改善に取り組んでいる。それを教頭と

して、指導・助言していくことが大切である。そのためには、教頭自身のＩＣＴ活用スキルの

向上が必要である。それと同じぐらい、教職員の思いや願いを感じ取ることが大切である。そ

の思いや願いをうまく、学校の体制の中で反映させていくことで、教職員のモチベーションも

上がり、自己有用感を持って、生き生きと活躍してくれる。教職員の資質・能力を向上するた

めには、何よりもこうした教頭の気付き、支援が大切だと感じる。教職員と共に失敗を恐れず

新しいことに取り組む姿勢を大切に、これからもチャレンジを続けたい。 

【オンライン授業の様子】  


